
担当課 協働推進課

⇒

⑥
総合戦略
該当

 

 

 

 

 

取組
番号

⑩ 前期 施策指標 区分 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

目標 59.0 59.5 60.0 45維持 45維持 45維持 45維持 45維持 45維持 45維持

実績（見込） 47.9 46.7 46.7 - - - - - - -

目標 140 145 150 135 140 145 150 155 160 165

実績（見込） 122 125 130 - - - - - - -

目標 1,200 1,250 1,300 - - - - - - -

実績（見込） 27 50 50 - - - - - - -
取組
番号

⑪ 総合戦略の重要業績評価指標（KPI） 区分 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

目標 4 4 5 - - - - - - -

実績（見込） - - - - - - - - - -

目標 248,000 250,000 252,000 246,000 248,000 250,000 252,000 254,000 256,000 258,000

実績（見込） 中止 中止 246,000 - - - - - - -
取組
番号

⑫ 新たに設定したい指標 区分 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

目標 - 60 62 64 66 68 70 72 74 76

実績（見込） 58 - - - - - - -

②変更・統合の場合の施策名と内容

 分野１　暮らしと地域コミュニティ～人がつながるまち～

施策１　協働　－市民が主役の地域の輪づくりを推進します－

施策１ 協働 －市民が主役の地域の輪づくりを推進します－ ①現状の施策の継続・変更・統合・廃止を選択→ 継続

③変更・統合・廃止の場合の理由
※統合の場合は、統合する施策名も記載

施策の目標（前期）
市内で活躍する市民活動団体の主体性を尊重した支援と、大学や企業等との連携を図り、多世代にわたる市民に対し、相互交流や地域での実践につながる場を提供し、協働
のまちづくりへの意識の醸成と人材の育成を推進します。また、自治組織などの活動を支える仕組みの充実を図ります。

④施策の目標（後期）
市内で活躍する市民活動団体の主体性を尊重した支援と、大学や企業等との連携を図り、多世代にわたる市民に対し、相互交流や地域での実践につながる場を提供し、協働
のまちづくりへの意識の醸成と人材の育成を推進します。また、自治組織などの活動を支える仕組みの充実を図ります。

現状と課題 ⑤後期計画に記載する現状と課題 Ａ 施策目標の実現に向けた取組
⑦後期基本計画で求められる

取組と主要事業

• 「ふじみ野市自治基本条例」の理念に基づく協働のま
ちづくりを進めるため、協働の仕組みや環境づくりに向
けた「ふじみ野市協働のまちづくり推進指針」を策定
し、取組を進めています。
• 大学などの包括連携協定 機関との連携・協力を深め、
様々な市民の学びの場を創出し、人材育成の強化を図る
ことが必要です。
• 市民活動団体やNPO法人との連携を図るとともに活動
支援などを通じて、地域協働を進めてきましたが、一層
の連携協力のための支援が必要です。
• 市内の自治組織では、会員の高齢化や加入率の低下な
ど多くの課題を抱えており、市民自らの手による地域づ
くりのための人材の育成と地域での協働のまちづくり体
制の環境整備が必要です。
• ふるさと意識を醸成するため地域の夏祭りなどを支援
してきました。
• コミュニティ施設が老朽化し、安全と安心な施設の整
備が課題となっているため、施設の計画的な改修が必要
です。

〈関連データ〉
・自治組織の加入率、加入世帯数の推移
・市民活動支援センター登録団体数の推移
令和３年（最新値）までのデータ

• 「ふじみ野市自治基本条例」の理念に基づく協働
のまちづくりを進めるため、協働の仕組みや環境づ
くりに向けた「ふじみ野市協働のまちづくり推進指
針」を策定しました。引き続き、協働の取組を推進
していくことが必要です。
• 大学などの包括連携協定 機関との連携・協力を更
に深め、様々な市民の学びの場を創出し、人材育成
を図ることが必要です。
• 自治組織では、会員の高齢化や加入率の低下など
多くの課題を抱えています。継続的な活動と地域の
更なる発展のための環境を整えていくことが必要で
す。
• 市民活動団体やNPO法人との連携を図るととも
に、活動支援などを通じて地域協働を進めてきまし
た。連携協力のためにより一層の支援が必要です。
• 市民活動団体等の活動拠点となるコミュニティ施
設の適正な維持管理が必要です。

〈関連データ〉
・自治組織の加入率、加入世帯数の推移
・市民活動支援センター登録団体数の推移
令和３年（最新値）までのデータ

（１）協働のまちづくりの推進 （１）協働のまちづくりの推進

• 市民活動団体や関係機関等と連携を図り、協働のま
ちづくりへの意識が醸成されるよう、市民の学びの場
づくり及び意識啓発と人材育成に取り組みます。
• 協働のまちづくりという視点に立つ行政運営を進め
ます。

• 市民活動団体や関係機関等と連携を図り、
協働のまちづくりへの意識が醸成されるよ
う、市民の学びの場づくり及び意識啓発に取
り組みます。
• 協働のまちづくりという視点に立つ行政運
営を進めます。

⑧-1 新たに加えたい取組

〈主要事業〉
協働のまちづくり推進事業

（２）地縁活動や市民活動の支援 （２）地縁活動の支援

• 自治組織や市民活動団体の活動について、主体性を
尊重した支援を推進します。

• 良好な地域社会を形成し、地域で支え合う
社会の維持発展のため、自治組織の活動につ
いて、主体性を尊重した支援を行います。

〈主要事業〉
自治組織活動等支援事業

（３）コミュニティ施設の整備 （３）市民活動の支援

• 自治組織やNPO法人、ボランティア団体の活動拠点
となるコミュニティ施設の計画的な整備と機能の充実
を図ります。

•市民活動支援センターにおいて、活動に対す
る相談や情報提供などの活動支援を行いま
す。
・市民活動団体やNPO法人との連携を図り、
団体相互の交流を促進します。

〈主要事業〉
市民活動等支援センター運営事業

〈主要事業〉

前期 主な個別計画 ⑨後期 主な個別計画 ⑧-2 新たに加えたい取組
・ふじみ野市生きがい学習推進計画

〈主要事業〉

後期計画掲載の有無。掲載する場合は定義と
選定理由。掲載しない場合はその理由。

1 自治組織の加入率（％）
掲載無。加入率は、自治組織の運営や事業に
対する支援を図る指標では無い為。

3 市民活動支援センターの登録団体数（団体）
掲載有。年度末の団体登録数。市民の協働に
よるまちづくりを行う機会の創出を図る指標
となるため。

×
協働のまちづくりイベントへの参加者数
（人）

掲載無。協働のまちづくりに関連するイベントが
様々あり、線引きが困難な為。

定義と選定理由。

× 若者交流イベント回数（回）
掲載無。若者交流だけではなく、世代間交流
などを通した地域づくりが施策目標であるた
め。

×
まつりへの来場者数（七夕まつり、おおい祭
り）（人）

掲載無。6-24と重複するため。

定義と選定理由。

1 協働事業の取組数
掲載有（新規）。大学や企業、団体等と市が
協働で実施した事業数。協働のまちづくりを
推進する指標となるため。
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前期基本計画の「施策の目標」

④後期基本計画の「施策の目標」

②記載がある場合は、「施策」項目に記載する内容

①が継続の場合は、「施策」項目に記載する内容
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⑧後期基本計画の
「施策の実現に向けた取組」
※新規の取組⑨後期基本計画の

「主な個別計画」
前期基本計画の
「主な個別計画」

⑩前期基本計画の
「主な施策指標」

⑪現在の総合戦略の
「ＫＰＩ」

⑫後期基本計画の
「主な施策指標」
※新規

＜⑩⑪⑫の取組番号について＞
・「取組番号」に数字を記載した指標が後期基本計画の「主な施策指標」に掲載する指標
※取組番号は⑦⑧の取組番号を示している
・取組番号に「×」を記載した指標は掲載しない指標

・後期基本計画に掲載する指標は、調書
上R6～R12の目標値を記載している。
・後期基本計画の紙面には、R3 or R4実績
とR12目標値を掲載予定

・掲載する指標は後期
基本計画の「定義・選
定理由」に掲載
・掲載しない指標は掲
載しない理由または掲
載無などを調書上記載
している。
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